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要旨 
 本稿では『カイエ ジャン・コクトー』第 16 号に収録された日本関連の新資料のうち、
コクトー自身が残した二つの文章を紹介するとともに、それらが書かれた背景を理解する
ための一助となるべく、いくつかの解説を行なっている。 
 
 
2018年 3月に刊行された研究誌『カイエ ジャン・コクトー（Cahiers Jean Cocteau）』
第 16 号(1)は、「ジャン・コクトーとオリエント」のタイトルのもと、コクトーとアジア、
アフリカとの関係を浮き彫りにする資料や論文を収録したものであった。さらに、それら
のページの過半はコクトーと日本との関わりについての考察に充てられたものであり、な
かでも編者の一人である笠井裕之氏らによって巻末に付された「資料と証言」の章には、
これまではほとんど知られてこなかったコクトーの日本関連の文章や関係者の証言が多く
含まれていた。 
 そうした新資料はプレイヤード版の『ジャン・コクトー全集』にも収められておらず、
したがって日本の研究者もほとんど目にする機会のなかったものである。そこで本稿では、
それらの資料からこれまで読者の目に触れる機会の少なかったものを選び、日本語の訳と
ともに紹介することにしたい。 
 
１ 映画『オルフェ』日本公開に寄せて 
 
 コクトー自身の監督による映画『オルフェ Orphée』がフランスで公開されたのは 1950
年のことである。その作品が日本で封切られたのは翌年にあたる 1951（昭和 26）年の 6月
であったが、それ以前にも日本では『美女と野獣 La Belle et la Bête』（1946年、日本公開
1948 年）をはじめとするコクトーの映画が多くの観客を集めていた。そのことを念頭に置
きながら『オルフェ』の公開に際して詩人が寄せたのが、次に紹介する「日本に寄せて
Adresse au Japon」と題する文章である。 
 この一文が書かれたのは 1950年５月のこととされているが、同じ年の 11月 12日にコク
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トー自身が吹き込んだ録音テープが現在も残されており、今回紹介する資料はその録音か
らピエール＝マリー・エロン氏が採録したテキストとなっている。 
 
 日本への挨拶 
 
この「日本への挨拶」は、まったく正式なものではありません。 
こうして何行かを書こうとすると、心
クール
と精神
エスプリ
の声が聞こえてくるのですが、その両者
が一体となって混ざりあっているために、精神
エスプリ
のかわりに心
クール
が思考しているのではない
かとさえ私には思えるのです。 
あなた方の島は、世界の他の場所とはまったくつながりのない、孤高の過去が持つ著
しい重みを宿しています。 
しかしその重さは、たなびく幟
のぼり
や凧
たこ
の持つ、あの繊細な軽さを内包するものです。 
危険に満ちた地上に、美や気品を取り戻すこと。それこそがあなた方の役割です。 
そしてあなた方はその役割を見事に果たすがゆえに、自らの地ではない場所からやっ
て来た重みや軽みを、優雅さをもって受け入れて下さるでしょう。 
あなた方の高貴で熱心な歓迎に対して、私は愛情に満ちた感謝を表明するとともに、
あなた方のためにあらゆる幸運をお祈りいたします。 
 
Salut au Japon 
 
Un salut au Japon n’a rien d’un salut officiel. 
C’est le cœur et l’esprit qui parlent, tellement mêlés ensemble que je me demande, 
en écrivant ces lignes, si ce n’est pas le cœur qui pense à la place de l’esprit. 
Votre île porte le poids considérable d’un passé de solitude hautaine, sans la 
moindre attache avec le reste du monde. 
Mais ce poids possède cette exquise légèreté du cerf-volant et des banderoles qui 
flottent. 
Refaire de la beauté, de la grâce, sur un sol dangereux, voilà votre rôle. 
Et vous jouez si bien ce rôle que vous accueillerez avec élégance un poids et une 
légèreté qui ne viennent pas de chez vous. 
C’est pour votre accueil, si noble et si attentif, que je vous exprime une affectueuse 
gratitude et que je vous souhaite toutes les chances.(2) 
 
 文中の「あなた方は、自らの地ではない場所からやって来た重みや軽みを、優雅さをも
って受け入れて下さるでしょう」とは、これまで自分の作品を愛し、また新作映画も受け
入れてくれるに違いない日本の観客のことを想って、詩人が記した表現である。『オルフェ』
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は死の世界への詩人の旅を描いた「重い」作品ではあるが、どれほど深遠なテーマを描い
ていてもそこにある種の「軽さ」が滲み出ることはコクトー自身も認めるところであった。 
 また、日本が内包している「たなびく幟
のぼり
や凧
たこ
の持つ、あの繊細な軽さ」とは、1936（昭
和 11）年５月に来日した際にコクトー自身が見た「鯉のぼり」を想起しての表現であった
かもしれない。 
 
２ 「吾妻歌舞伎」パリ公演プログラム・序文 
 
 日本舞踊の吾妻流・第四代家元の吾妻
あ づ ま
徳
とく
穂
ほ
（本名・山田喜久枝 1909－98）は、舞踊家で
もあった芸妓・藤間政
まさ
弥
や
（1879－1957）を母として明治 42 年、東京で生まれた。父親は
歌舞伎俳優の十五世・市村羽左衛門（1874－1945）であるとする資料も多いが、これには
異説があって確かではない。幼時より踊りの修行に励んだ徳穂は長く廃れていた吾妻流の
再興に努め、1954 年から 56 年にかけては「吾妻歌舞伎」の一座を結成して、欧米を巡業
している。吾妻流は舞踊の流派であり、この「吾妻歌舞伎」も歌舞伎芝居というよりは踊
りが中心の演し物であったと思われるが、欧米では「カブキ」の名が広く知られたもので
あったために、徳穂は吾妻「歌舞伎」を名乗ったのかもしれない。 
 そして、そんな吾妻歌舞伎の公演がパリで行なわれたのは 1955年 11月のことであった。
かつて東京で見た六世・尾上菊五郎（1885－1949）の『春興鏡獅子』の舞台に感銘を受け
ていたコクトーは、頼まれて 11月４日のパリでの初日舞台に立ち、日本の裃を着て挨拶を
行なったとされている。詩人はまた公演のパンフレットに序文を寄せるとともに、11 月 9
日に放送されたラジオの特集番組にも出演し、同文を朗読したのだった。(3) 
 
歌舞伎への挨拶 
 
 詩人にとって現実
レアリテ
とは、非現実
イレアリテ
とぞんざいに呼ばれているもののうちに見出されるも
のである。詩人にとっては、奇跡も当然のものとなる。幸運な巡り合わせや偶然は存在
しない。 
 そうした視点から見れば、日本の高名な劇団である吾妻歌舞伎は、写実
レ ア リ
主義
ス ム
の極み、
すぐれて写実的
レアリスト
な演劇を表現しているように、私の眼には映る。なぜならこの劇団は、
魂の真理に合致しないような動作をけっして許さないからである。 
 装飾美や奇抜さ、しかめた表情なども、それを侵すことはできない。 
 こうした観点から私は、マダム吾妻徳穂や藤間政弥の許にあって、六世菊五郎の影に
連なる者達、源氏物語に登場する人物や人ならざるものにも比肩しうる芸術家達に敬意
を表するものである。 
 すべての人に、我らが街における幸運を。(4) 
                                  １９５５年 
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Salut au Kabuki 
 
Pour un poète la réalité se trouve être dans ce qu’on nomme paresseusement 
l’irréalité. Pour un poète le prodige devient normal. Les coïncidences, le hasard, 
n’existent pas. 
Il en résulte que l’Azuma Kabuki, la célèbre troupe japonaise, représente à mes 
yeux, le comble du réalisme, le théâtre réaliste par excellence, parce qu’elle ne se 
permet pas un geste qui ne réponde à une vérité de l’âme. 
L’esthétique décorative, la fantaisie, la grimace, n’y peuvent mordre. 
C’est sous cet angle que je salue, sous l’aile de Madame Tokuho Azuma et de 
Masaya Fujima, sous l’ombre de Kikugorô VI, des artistes dignes d’être comparés aux 
personnages humains et inhumains de la Saga du Prince Genji. 
Bonne chance à tous dans notre ville. 
         1955 (4) 
 
 おそらくこの文章は詩人が吾妻歌舞伎の舞
台を実際に見る前に書かれたものであり、文中
の賛辞はむしろかつて感嘆した菊五郎の『鏡獅
子』から発想されたものであったと考えるべき
かもしれない。しかしながら徳穂は菊五郎その
人に踊りを教わった直弟子であり、そうした資
料が手元にあってコクトーは「六世菊五郎の影
に連なる者達」という表現を用いたのであろう。 
少なくとも、きらびやかな衣装を着け、吾妻
歌舞伎の一行とともに舞台上でポーズを取った  コクト （ー前列中央）と吾妻徳穂（後列）ら(5) 
コクトーの表情からは、日本とその伝統芸能に対する敬意が十分に伝わってくるのではな
いだろうか。 
 
 本稿では以上のように、『カイエ ジャン・コクトー』に収められた二つの新しい資料を
提示したが、日本について述べたコクトーの文章はこの他にもいくつか残されているため、
それらはまた別の機会に紹介することとしたい。 
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注 
(1)Cahiers Jean Cocteau No16 : Jean Cocteau et l’Orient, Paris, Éditions Non Lieu, 
2018. 
(2)<< Salut au Japon, par Jean Cocteau >> transcrit par Pierre-Marie Héron dans  
Cahiers Jean Cocteau No16, ibid., p.207. 
(3)Cahiers Jean Cocteau No16, ibid., p.210参照。 
(4)<< Salut au Kabuki, par Jean Cocteau >> dans Cahiers Jean Cocteau No16, ibid., 
pp..210－211. 
 なおこの文章は、公演時に配布された小冊子「吾妻歌舞伎：舞踏家と音楽家の一座
L’Ensemble Azuma Kabuki, danseurs et musiciens」（Paris, W. Fischer, 1955）に掲載さ
れた後、Cocteau, Écrits sur la musique, édités par Gullentops et Haine, Paris, Vrin, 2016
に収録されたものである。 
(5) http://wall.kabegami.com/detail/944551120/Jean%20Cocteau 
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Abstract 
Jean Cocteau’s Newly Found Articles on Japan (part 1) 
Masaya Nishikawa 
A literary review Cahier Jean Cocteau (no.16) was published in March 2018, under the 
subtitle of “Jean Cocteau and the Orient”. More than half of the pages of this review 
were devoted to the considerations of the relation between Cocteau and Japan. In this 
paper, I would like to select and introduce some materials and articles written by the 
poet himself. These are not included in the Complete Works of Jean Cocteau (Pléiade 
editon), and have been little known so far by Japanese readers and researchers. 
